
共生社会を目指して
校長 椙 田 崇 晴

９月に入り，子どもたちは，また学校生活が始まりました。学校というところは，｢社会の縮図｣

であると言われています。そこには，いろいろな考えをもった子どもたちが集まり，一日の多くの

時間を友だちと過ごします。学校では，教科の学習だけに限らず，友だちとの関わり方，トラブル

が起きた時の対処の仕方などを学びます。勉強を学ぶ場であると同時に，社会での在り方を学ぶ場

でもあるのです。そんな中，今，インクルーシブ教育システムという考え方が始まっています。そ

れは，障害がある人もそうでない人も，誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い，人々の多様な在

り方を相互に認め合える全員参加型の社会（共生社会）を目指そうというものです。私たちは人生の

先輩として，子どもたちにそのような考えを伝えていく必要があります。そういう中，神奈川県で痛

ましい事件が起きました。それを受けて，文部科学大臣から子どもたち，保護者の皆様，そして地域

の方々に対してメッセージが発信されました（裏面）。ここに書かれていることを本気で考え，子ど

もたちが楽しく安心して学び，生活できるよう全力を注ぎたいと考えています。

地域の方々とのつながり
○ 子ども会活動 その１

玉祖地区では、子ども会活動が盛んに行われています。夏休みの間も、７月２

３日の玉祖校区子ども会キックベースボール大会が行われ、多くの子ども達が参

加し、早朝から保護者の方々も多数応援に駆けつけて下さいました。また、玉祖

校区の代表となった「日の本２・江良・居合連合」「七尾」は、８月７日に向島運

動公園で行われた市の大会に出場しました。惜しくも一回戦突破とはなりません

でしたが、暑い中での子ども達の頑張りは素晴らしいものがありました。保護者

の方々、地域の方々とのつながりを改めて感じました。応援、ありがとうございました。

○ 子ども会活動 その２

夏休みの間の地区のプール開放では、保護者の皆様に安全監視を

していただき、大変お世話になりました。今年は安全面での強化か

ら「最低でも４人」を守っていただき、地区の役員さんを中心にい

ろいろと人数調整等、いろいろご心配をおかけいたしました。お陰

様で、子ども達も楽しいプールの時間を過ごすことができました。

これからも、子ども会の行事が予定されています。「地域の子ども

は地域で育てる」、これからみんなで積極的に参加しましょう。

○ 夏休みの学力アップ教室

夏休み中８月２５日（木）、２６日（金）、２９日（月）、３０日（火）の４日４年生以上の希望者

を対象として学力アップ教室が実施されました。子ども達は暑い中、一生懸命に問題に取り組んでい

ました。また、今年も多くの地域の方々が苦手な子の個別指導や採点など指導に当たって下さいまし

た。子ども達も地域の方々と

ふれ、リラックスした雰囲気

の中で実りある学習となった

ようです。ご協力いただいた

地域の方々、本当にありがと

うございました。
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